
θθ 安心のネットワーク NQ36
2011.07

θθ N口SAl

´■

・　
　
´
エ

一一
一

|

発行元 廟行農業共済組合

T311-2206 鹿嶋市武井 1963-11

電 話 0299(90)40000
FA X 0299 (90)4001
URL http://www nosa卜 rokko orip/

E‐ ma‖ :info@nosa卜 rokko orJp

潮来市 「前川あやめ園」



ろっこう 第36号

よ =●

Ｔ
、
一　
　

．

´
ヽ
　
ヽ
―
　
　
　
―

全
議
案
、
満
場

一
致
で
承
認
さ
れ
る

第
２

回
通
常
治
代
会
が
５
月
ヽ

Ｅ
、
■
行
農
業
共
済
組
合
に
■

い
て
■
代
■
■
百
五
十
１
名
中
、
百
四
十
八
名

一議
決
言
七
十
六

名
含
む
）
の
出
■
を
得
て
門
催
さ
れ
ま
―
た́
．

飯
鳥
組
合
長
の
挨
■
に
続
き
　
ご
来
贅
の
方
よ
り
ご
祝
詳
を
い

た
だ
き
議
事
に
人
り
ま
し
た
．

議
長
に
は
大
嶋
朗
司
総
代

一行
方
市

，

副
議
長
に
――‐
本
清
治
総

代

一生
嶋
市
一
が
選
任
さ
れ
　
提
■
さ
れ
た
全
議
案
が
原
案
ど
お

り
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
ズ
、
議
一争
ＩＩ
先
上
ち
永
年
に
わ
た
り

組
合
に
貢
献
さ
れ
た
■
名
の
方
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
．

〔
轟

鹿行晨業共清組合通常総代会
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鶉
提
“熙
可
れ
た
謝
彙
硼
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◆
議
案
第
１
号

平
成
”
年
度
事
業
千
言
古

財
産
日
缶

貸
借
対
照
表

損
杵
計
員
■
■
び
刑
余
令

処
分
梁
２
小
認
」ら
Ｌ
ヽ

◆
議
案
第
２
号

平
成
郎
年
度
事
務
■
Щ
諷
全
の
Ｌ
課
嶺

及
び
訳
訊
方
法
の
承
認
」に
つ

，
ｔ

◆
議
案
第
３
号

平
成
“
年
度
事
業
計
画
〓
び
に
業
務
収

支
予
算
案
の
承
認
に̈
つ
〓
ヽ

◆
議
案
第
４
号

平
成
“
年
度
役
員
及
び
損
害
評
仙
会
委

員
報
酬
総
権
案
●
承
認
」に
つ

，
ｔ

◆
議
案
第
５
号

無
一三
民
金
の
交
付
額
小
認
」
ら
り
ヽ

◆
議
案
第
６
号

平
成
”
■
●
中
借
ス
企
最
高
Ｔ
Ｌ
■
ス

コ
性
―ヽ
つ
い
千
ヽ



ろつこう第36号

狐
今
後
の
い
ず
つ

こ
の
度
の
東
日
本
人
震
共
に
よ
り
当
組
合
管
内
に
お
い

て
も

地
震
及
び
液
状
化
に
よ
る
被
害

さ
ら
に
は
津
波

に
よ
る
被
■
、
そ
し
て
■
行
大
橋
が
崩
ネ
す
る
な
ど
、
世

大
な
災
書
と
な
り
ま
―
た́
。
被
災
さ
れ
ま
し
た
皆
様
に

心
よ
り
お
見
舞
Ｔ
ι
中
し
上
げ
ま
す
と
共
に
、亡
く
な
ら

れ
た
方
々
に

，し、
よ
り
追
悼
の
意
を
ま
し
ま
す
。

地
震
発
生
後
よ
り
当
社
合
´ヽ

卜、霰
災
状
況
の
把
握
Ｌ

労
め
、
迅
速
な
損
害
評
価
に
４
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
各

事
業
に
お
け
る
共
済
全
の
支
払
状
況

に̈
つ
い
デ
はヽ
、
園
芸

施
設
共
清
［ら
い
て
は
、
共
漏
金
の
支
払
い
が
終
了
い
た
Ｌ

ま
し
た
。
建
物
論
合
共
済
に
つ
い
て
は
、
順
次
共
済
金
の
支

払
い
を
行
夕
ヽ
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
点
作
物
共
済
に
つ
ｒ
ｔ

は
、
津
波
に
よ
る
塩
■
等
に
よ
り
を
過
を
見
て
い
る
と
こ

ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
′．

現
在
も
大
震
■
に
よ
る
爪
あ
と
は
大
き
く
、
建
物
の
損

壇

円
畑
●
漁
状
化
等
、
さ
ら
に
は
福
島
第
一原
子
力
発
電

所
の
事
故
に
よ
る
農
岸
物
等
の
風
評
社
害
な
ど
、
彼
災
さ

れ
た
農
ス
に
大
き
な
負
担
と
な
′

おヽ
い
ま
す
．

早
期
の
復
興
に
向
か

，
ゝ
農
業
共
済
組
合
と
し
て
も

猥

墨

事

飯

島

幸

夫

桜
災
さ
れ
た
晨
家
の
一助
と
な
る
■
、
■
め
て
ま
い
つ
た
い

し
」
Ｅ
心
い
一ま
＋，
．

昨
年
度
の
当
組
合
の
共
済
事
業
は
、
十
済^
部
長
を
は
じ

め
関
係
各
位
の
ご
協
力
の
も
と
、
引
受
総
共
済
金
額
が
前

年
度
よ
り
″
億
円
増
の
４

４
３
３
億
円
余
の
引
受
ｉ
価
を

上
げ
る
一

，
一が
で
き
各
共
済
事
業
´

，
二
千
業
の
拡
大
が

図
れ
ま
し
た
。
こ
れ
も
、組
合
員
の
方
々
●

）理
解
と
、
給
代

の
皆
様
を
は
じ
め
と

，
る
共
清
関
係
各
■
の
方
々
？

」支

援
ご
協
力
及
び
行
政
、
関
係
団
体
の
ご
指
導
´
」協
力
の
賜

と
深
く
感
謝
甲
し
上
げ
ま
す
．

本
年
度
は
大
霙
災
後
で
あ
り
、共
済
事
業
も
大
変
厳
し

い
状
況
下
に
あ
り
ま
す
が

さ
ら
に
農
業
共
済
制
度
の
音

及
推
進
に
努
め
、
山Ｌ
家
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
「
長
家
サ
ー
ブ
ズ
■

「
袖
卜
の
充
実

一■
び
一
事
業
の
拡
大
卜
一努
め

［辰
家
の
皆

様
方
か
ら
信
頼
さ
れ
、
■
え
に
な
れ
る
晨
業
共
済
と
し
て

組
合
役
職
員
一丸
と
な
り
組
合
運
営
に
努
め

二́
＾
い
る
所

在
一ヽ
一
一ざ
い
ま
す
。

今
後
と
も
、
一
［
十
万
の
よ
り
一用
の
ご
指
導
ご
協
力
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
庁
い
中
し
上
げ
ご
撲
り
と
い
た
し
ま
す
．

◆
議
案
第
７
号

平
成
２３
年
度
現
令
頂
人
先
金
融
機
関
承

認
に
つ
い
て

◆
議
案
第
８
号

鹿
行
農
業
共
済
組
合
共
済
規
Ｆ
一部
改

正
の
承
認
に
つ
い
て

（敬
称
省
略
）

◆
鹿
行
農
業
共
済
組
合
長
賞

鹿
嶋
市

額
賀
　
洋

一

行
方
市

阿
部
　
一局
之

鹿行農業共済組合長賞を受 Jる頷 賀 ■ ―氏
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稲
稲

(22年産 )

(23年産 )

弓|

2.886戸

引  受

7060戸
4戸

11戸
12戸

459,351a
60a

19,865a
21,287a

137a

水

陸

麦

〃

」＝

12戸

1戸

11戸

支払共済金

705,654円

17.325円

10479`631円

支払共済金

1戸          6156円

支払共済金

591棟     45438061円

受
つ
つ

大 1戸

受

35744棟 255戸

つ
つ 受

1,753頭
879頭

13,623頭
85,470頭

ヨ1  受

1 060戸
17036戸
18096戸

支払共済金

牛
牛
豚
豚

用
用

乳
肉
種
肉

一一一［
ボ

合
災
計

総
火
合

つ
ぶ

＝＝一Ｓ

11 機食糞唇
合  計

死廃事故

75頭   11 022035円
7コ東     695064円

187頭   10384230円
7,772頭   62110455円

1,227,790万 円
41,669,135万円
42.896,925万円

120889万 円
42055万円
162944万円

支払共済金

257戸  282棟   82753260円

病傷事故

1.803件  23,719,605円
385件    5,032,260円

3F卜       26,300円

支払共済金31  受

227戸    448台
199戸    370台
426戸   818台 24戸   24台 4.480,884円

共 済 目 的 済 金 額

2,545391 千円

191千円

16.4うも千円  |
126千円  |

5,925,440 千円   |

184320

96,725

頭

一
頭

一
頭

一
頭

一
棟

Ｉ
ロ

園

建

2.030

1210

13,000

98,400

32,256

818

637,000 千円

786.560 千 円

413,168,640 千 円

1,580,750 千 円］辰

|:ュ_三二正三二三二≡≡≡II~可
~

424,940,569 千円



ろっこう 第36号

支
払
い
共
済
金

５
億
円
を
超
え
る
見
込
み

こ
の
度

の

「東
日
本
大
震
災
」
で
被
災
さ
れ
ま
し
た
、
す

べ
て
の
皆
様
に
心
よ
り
お
見
舞

い
中
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
お

亡
く
な
り
に
な
ら
れ
ま
し
た
皆
様
と
ご
遺
族
に
対
し
ま
し
て

心
か
ら
哀
悼

の
意
を
表
し
ま
す
。

今
回
の
大
地
震
で
、
国
芸
施
設
共
済
　
建
物
総
合
共
済
加

入
者
約
６
３
５
名

の
被
害
申
告
が
あ
り
、
組
合
　
連
合
会
と

の
合
同
で
損
害
評
価
を
連
日
行

い
ま
ｔ
た
が
、
被
害
件
数
が

多
か

っ
た
た
め
、
共
済
金
支
払
ま
で
に
時
間
が
か
か

っ
て
し

ま

っ
た
こ
と
に
対
し
、
深
く
お
詫
び
中
し
上
げ
ま
す
。
皆
様

の
ご
理
解
を
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
建
物
共
済
加
入
者
で
、
加
入
し
て
い
る
建
物
が
半

壊
以
上

（罹
災
証
明
書

に
て
確
認
）
に
つ
い
て
、
お
見
舞
金

を
お
支
払

い
致
し
ま
す
。

７
月
５
日
現
在

で
の
支
払
総
額
は
、
国
芸
施
設
共
済
　
建

物
総
合
共
済
合
わ
せ
て

「
５
億
円
」
を
超
え
る
支
払

い
が
見

込
ま
れ
ま
す
。
茨
城
県
全
体
で
は

「
１８

億
円
」
を
超
え
る
大

き
な
支
払

い
と
な
り
ま
す
。

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
鹿
行
は
、
今
後
も
組
合
員
皆
様
の
絆
の
も
と
、

共
済
事
業

の
普
及
　
地
域
社
会

の
復
興
の
た
め
に
役
割
を
果

た
し
て
ま

い
り
ま
す
。

園 芸 施 設 共 済 建 物 総 合 共 済

支払戸数 支払共済金 支払戸数 支払共済金

鉾田市 2 
戸

327,996 
円 13]戸 95,352,629円

鹿嶋市 6 1708253 9] 1]1,750,873

神栖市 53 21.498,673 83 74548716

行方市 7   1     4020345 168 80951780

潮来市 ]           ]7,054 93 59、 808,543

組合合計 69        27572321 566 422,412,541

10,740,000 円462 戸組合合計

建物総合共済 園芸施設共済等加入者で地震被害

かに組合までこ連絡くださしヽ。

(液状化等)に遭われた方は、被害申告を速や

TEL 0299-90-4000(|こ )

※平成23年 7月 5日 支払分まで
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２３
年
度
基
礎
組
織
協
議
会

地
区
協
議
会
長
研
修
会
開
催

６
月
１４
日
、
各
地
区
の
地
区
長
等
に
出
席
を
い
た
だ

き
基
礎
組
織
協
議
会
長
年
研
修
会
が
大
洗
町
に
て
門
促

さ
れ
ま
し
た
．

研
修
に
先
立
ち
事
業
推
進
功
績
者
表
彰
及
び
優
秀
組

合
年
表
彰
が
行
わ
れ
、
当
組
合
か
ら
は
、

「
個
人
の

部

一
で
９
名
の
方
々
と

「
団
体
の
部

一
で
当
組
合
が
優

秀
組
合
等
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

一
般
研
修
で
は
、
県
全
体

の
２
年
度
事
業
実
績
及

び
２３
年
度
事
業
推
進
方
策
や
東
日
本
大
震
業
の
損
言

状
況
な
ど
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
，

特
別
研
修
で
は
、
大
洗
町
消
防
本
部
消
防
長
の
古
川

氏
を
お
迎
え
し

一東
日
本
大
震
た
の
災
害
状
況
」
と
匙

し
た
請
演
が
あ
り
、
大
洗
町
の
当
日
の
様
子
や
復
興
へ

の
取
組
み
に
出
席
者
は
聞
き
入

っ
て
い
ま
し
た
。

今
後
も
、
組
合
員
皆
様
方
の
農
家
経
営
の
安
定
と
補

償
の
充
実
の
た
め
、
加
人
推
進
を
行

っ
て
ま
い
り
ま
す

の
で
、
今
後
と
も
皆
様
方
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

■■■11

1  束il IF lik'3`F'I

11・ 共湾!F1 本 共湾!F長等基礎組織:tiス 協議会長等Ft修会

大聖÷■ 1■■ttiL区 )

共済部長等本礎担響

“

月之力様(■ 青1:区 ,

一む

郡
坤

翻

受
冒
需
高
で
と
つ
ご
ざ
い
詢
プ

【個
人
の
部
】

◆
全
国
農
業
共
済
協
会
長
賞

江
　
橋
　
信

一郎
（鉾
田
市
）

〈フ
　
井
　
正
　
明
（神
栖
市
）

◆
関
東
地
区
農
業
共
済

建
物
推
進
協
議
会
長
賞

日
向
寺
　
公
　
衛
（鉾
田
市
）

額
　

員̈
　
彰
　
一
（行
方
市
）

稲
　
垣
　
　
　
仲
（行
方
市
）

◆
茨
城
県
催
業
共
済
組
合
連
合
会
長
賞

坂
　
本
　
文
　
雄
（鉾
田
市
）

大
聖
寺
　
一　
夫
（鉾
田
市
）

久
　
保
　
義
　
弘
（鹿
嶋
市
）

須
之
内
　
　
　
務
（神
栖
市
）

【団
体
の
部
】

◆
建
物
共
済
の
部

今
回
農
業
共
済
協
会
長
賞

鹿
行
農
業
共
済
組
合

表彰言等の皆さ′
・



ろつこう 第36号

農
業
共
済
組
合
は
、
公
共
性
を
有
す
る
組
織
と
し
て
、
そ
の
社

会
的
信
用
の
損
な
う
一

，
う
な
り
よ
う
、
適
性
な
事
業
通
常
が
求

め
』
れ
て
い
ま
す
．

監
督
官
庁
で
あ
り
ま
す
農
林
水
産
省
よ
り
、共
済
掛
金
等
の
取

扱
い
に
つ
い
、
不
祥
事
を
未
然
に
防
止
す
る
こ
と
や
、適
止
な
事
務

処
理
を
行
う
為
に
、
原
則
と
し
て
現
金
納
入
は
行
わ
な
い
よ
う
に

と
指
導
を
受
け
て
お
り
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、共
済
掛
金
等
の
納

入
は
、
「
日
座
振
替
」
へ
移
行
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、一
」協
力
を

お
願
い
致
し
ま
す
。

00000000 00000000000000000000(11`

X4言「複写(l枚目は加入者42枚 目から

4枚 目を組合へ提出して下さい)

躙ゆうちょ銀行は、左の「自動払込利用申込書Jへの記入にな

ります。太枠の必要事項を記入のうえ お届けの印鑑を1枚目

2枚目に押印し提出して下さい。(3部複写 ]枚目と2枚目を組

合へ3枚目まカロ入者控)

r(預 )金 口座振薔ム頼言

00000000000000000

口座振替登録のながれ

■
登
録

で
き
る
金
融
機
関

゛
茨
城
旭
村
農
業
協
同
組
合

●
か
し
ま
な
だ
農
業
協
同
社
合

，
し
お
さ
い
晨
業
協
同
組
合

●
な
め
が
た
農
業
協
同
組
合

ｏ
常
　
陽
　
銀
　
行

）
筑

波

銀

行

■
東

日

本

銀

行

い
水
戸
信
＝
金
庫

●
佐
原
信
用
金
庫

●
銚
子
信
用
金
庫

‘
茨
城
県
信
用
組
合

¬

・ヽ  1渋 |■71

…■111.:■●=||■|:I ,| II i t

自 動 工 込 利 lII中 込 苦

自動l・込利用■込書



ろつこう 第36号

夢   隆越

■

鵬

一

●
趣
味
は
？

料
理

愛
犬
」

●
理
想
の
男

一緒
に
居
て

，

一途
で
、
子
供

硯等   得て  入

…

■門走の答え

● 番

目広報紙やNOSAに
対する

こ意見 こ要望

■住 所 ■電話番号

■氏 名 ■識 業

■年 齢
① 15518  2 14818 1)20018

今回も3択です、番号でお答え下さい。

応募方法
はがきで、左記事項を必ず記入の上、座行農業共済組合
「企画課Jまでこ応募下さい。尚eメ ールでの受付もいた

しております。正解者の中から拍選で粗品をブレゼント

いたします。
米[皇言の□人 肯〒■ 粗兄の■送及0■ 1■事■t這にのみ使口致 [・ ■■

締 切
平成23年 8月 31日 (当 日

'肖

印有効)

メールア ドレス
quiz@∩ osa rokko orip

全
・融
機
関
よ
り
振
朴
さ
せ
て

頂
き
ま
す
。

な
お
、
現
令
細

人
の
方
に

つ
き
ま
し
て
は
、
期
限
内
に

納
入
さ
れ
ま
す
よ
う
、
ご
協

力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

一
お

帰

ら

水
稲
共
済
掛
金
の
納
入
に
つ
い
て

水
稲
共
済
掛
金
の
納
入
期
限
が
８
月
ｌ

日
と
な
コ
ｉ
わ
り
ま
す
。
日
●
振
卜
に
よ
る

納
入
の
方
は
、
７
月

即
日
に
指
定
さ
れ
た

311-2206
鹿
嶋
市
武
丼

一
九
六
三
―

一　
一

鹿
行
農
業
共
済
組
合

企

画

課

行

r『遍厘亘  需壇露悲誉雪弩
合の総代総数は、

せ


